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Ⅰ．法人の概要 
（令和 8年 3月 31日現在） 

法人の名称 公益財団法人吉野川紀の川源流物語 

設立年月日 
平成 14年 4月 1日 

平成 24年 4月 1日名称変更し、移行したことにより設立 

定款に定める 

目的 

この法人は、「樹と水と人の共生」を目指し、吉野川・紀の川の源流

部を拠点に、その自然的価値、文化的価値を大切にし、流域をはじめ都

市部の人々にこれを伝え、共に考え、行動するため、体験学習・交流活

動を通じて、広く啓発や環境教育に関する事業を行う。そして、これに

必要となる拠点施設や関連公共施設の維持管理・運営に関する事業を行

い、源流域の自然環境保全活動に努める。これらの活動により、流域を

はじめ都市部の人々と水源地域を結び、もってそれらの人々の公共利益

に寄与することを目的とする。 

定款に定める 

事業内容 

この法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

① 「吉野川源流－水源地の森」体験学習プログラムの提供 

② 森づくり体験学習プログラムの提供 

③ 体験学習を通じた環境教育の実施及び支援 

④ 水源地域の環境保全にかかわる人材の育成 

（２） 流域交流・啓発にかかわる事業 

① 水源地域の自然及び文化を介した交流行事の実施 

② 水源地域の環境保全の普及啓発のための行事等の開催、印

刷物等の刊行、電子情報媒体の作成 

（３） 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

① 水源地域及び流域における参加型観察調査会の実施 

② 「吉野川源流－水源地の森」自然実態調査の実施 

③ 源流部における斜面崩壊地での対策実験及び経過観察の

実施 

（４） 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

① 展示を通じて情報発信を行う施設の管理・運営 

② 源流部での体験活動の拠点となる森とこれに附帯する施

設の管理 

（５） 学習教材や、啓発関連物品等の販売 

（６） 他団体からの依頼にもとづいてこの法人が構築する情報や

技術によって対応可能な業務の受託 

（７） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項第１号から第４号までの事業は、公益目的事業とし、奈良県内

で行う。 

主たる事務所 〒639-3553 奈良県吉野郡川上村大字迫 1374番地の 1 
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役 員 等 

評議員（五十音順） 

伊藤 康裕 （川上村住民課長） 

浦西 勉  （元龍谷大学教授） 

新井 寿彦 （川上村教育委員会教育次長） 

宗野 孝信 （和歌山県地域振興部地域政策局地域振興課長） 

谷本 光司 （一般社団法人 近畿建設協会理事長） 

堤  健  （橋本市上下水道部長） 

中家 秀貴 （大阪工業大学 学長室事務局長） 

春増 薫  （川上村議会総務文教委員長） 

松本 博行 （川上村議会議長） 

三宅 浩  （奈良県環境森林部長） 

 

理事（代表理事・業務執行理事を除き五十音順） 

泉谷 隆夫  代表理事・理事長（川上村長） 

森内 太   代表理事・副理事長（川上村副村長） 

今福 和男  業務執行理事（元川上村水源地課長） 

市川 圭造 （元和歌山市立教育研究所長） 

上田 力也 （元橋本市総合政策部長） 

高木 康人 （奈良県環境森林部 水・大気環境課長） 

西久保 智美（コミュニティライター） 

橋本 裕行 （明治大学文学部兼任講師 橿原考古学研究所共同研究員） 

松谷 圭子 （吉野町おはなしらんどカンブリア代表） 

宮口 侗廸 （早稲田大学名誉教授） 

横田 岳人 （龍谷大学 先端理工学部 環境科学課程准教授） 

 

監事（五十音順） 

辰巳 八郎 （川上村監査委員） 

中島 誠  （税理士） 

主 な 会 議 

事業・会計監査 ５月２２日  

定例理事会   ６月 ６日（前年度事業報告及び決算の件、 

基本財産の運用の件、役員等関係者との 

利益相反取引の件、定時評議員会の招集、 

報告事項） 

定時評議員会  ６月２３日（前年度事業報告及び決算書類等の承認、 

理事の選任の件、評議員選任の件、基本 

財産の運用の件、） 

定例理事会   ３月２４日 (次年度事業計画及び収支予算書について、 

役員等関係者との利益相反取引について、 

臨時評議員会の招集について、報告事項

ほか） 

臨時評議員会  ３月３１日（定款変更の件） 
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Ⅱ．事業の状況 

事業実施リスト 

公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

吉野川・紀の川の源流及び水源地域の自然環境や文化を資源とした環境学習及び体験等のプ

ログラム実施を通じて、環境保全や保護についてともに考え、行動するきっかけを提供する。そし

て流域をはじめ都市部の人々と水源地域の交流を促進し、これらの地域の環境に対する意識の

向上ならびに環境保全に寄与する。 

 
時期 回数 

参加 

数等 
概要 

「吉野川源流－水源地の森」体験プログラムの提供 

 定例水源地の森環境学習ツアー 10月 1回 19名 

水源地の森の環境学習ツアーを通

じ、水源地の村づくりの協働できる人

材の育成を目的に、源流人会会員を

対象に実施。 

森づくり体験プログラムの提供 

 

源流学の森等での保全活動 11 月 3 回 55 名 

計画的な森林育成が保全に役立つこ

とを伝えるため、森林の維持管理作業

の見学・体験を実施。 

山の神 神事 6・11・1 月 3 回 24 名 

森林とかかわりの深い川上村の伝統的

風習の継承を目的に、公募で参加者

を募集し、山の神神事を実施。 

体験学習を通じた環境学習の実施及び支援 

 

団体毎の川上村体験学習 随時 23件 508名 

団体（企業含む）研修等での利用。

「水源地の森」散策や森林の維持管

理作業等の体験を実施。 

学校教育団体支援 随時 66件 3,187名 

小中高校及び大学からの見学対応な

らびに出張源流教室（オンラインを含

む）による教育支援を実施。 

森と水の源流館 ESD授業づくり
セミナー 

7・8・2 月 5 回 102名 

近畿ESDコンソーシアムとの連携事業

で教員のための授業計画づくりを支

援。実践報告会（2/7）を実施。 

水源地域の環境保全にかかわる人材の育成 

 

源流人会の運営 通年 － 

個人 62 

家族 21 

団体 8 

事業推進にあたり相互に交流し、連携

や親睦を深めながら環境保全につい

てともに考え、行動する人材を育成。 

調査報告会の開催 1 月 １ 43名 

様々な協力者が関わり、当財団の事

業や調査研究が支えられていること

を、調査報告を通して発信。 

川上村民の環境クラブ活動へ
の支援 

通年 － － 

講師派遣等の事業支援により、村民

団体主催行事における環境保全に係

る人材の育成に協力。 
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公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域をはじめ都市部の人々と相互に交流することによって、源流及び水源地域

の自然環境や文化的価値を見出し、大切に守り育てていくことを目的とした啓発イベントや講座

を実施する。そして自然環境について高い意識をもった人材育成につなげることで、これらの地

域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

水源地域の自然及び文化を介した交流行事の実施 

 

 

 

 

 

源流のつどい 

（「未来への風景づくり」ほか） 
4・5・9月 4回 38名 

水源地の村づくりの関係人口の創出

を図るため、旧白屋地区の環境保全

活動、村内の地域資源を活用した環

境学習会などを実施。 

流域関係団体との交流 

（夏休みワークショップ大集合） 
8月 1回 380名 

村民講師や流域の施設・団体との連

携を深めるためワークショップや物販

催事を実施。環境保全の全国催事「ト

ヨタソーシャルフェス‼」と合同開催。 

水源地の環境保全の普及啓発のための行事等の開催、印刷物等の刊行、電子情報媒体の作成 

 

流域等各地へのＰＲキャラバン 随時 5回 － 

和歌山市役所ロビー公開出前講座、

橿原市昆虫館「虫まつり」、松阪市「牛

まつり」、「剣道交流大会」、和歌山市

和歌浦・しらすまつりなどに参画。 

機関誌『ぽたり』刊行 7・11・3月 3回 - 

各事業報告・調査レポートの他、財団

の取り組みに連携する企業・団体・個

人の紹介を掲載した機関紙を発行。 

水源地の森守募金 通年 - 172,767円 
「水源地の森」内での防鹿柵設置や、 

啓発チラシの印刷等に活用。 

 

※「公益事業Ⅲ」・次頁に続く 

公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域の源流部における自然的価値及び文化的価値を大切にするため、流域を

はじめ都市部の人々にも参加を求めながら調査・研究を行い、その成果の発信を行うことを通じ

て、これらの地域の環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

水源地域及び流域における参加型観察調査会の実施 

 

吉野川紀の川しらべ隊 4・5・6月 3回 74名 

参加者を公募し、吉野川紀の川流域

の自然や文化について観察会型調

査を実施。 

村民や大学、教育委員会等と

連携した自然調査・人文調査 

通年 － － 
源流部及び吉野川・紀の川流域の 

自然実態の比較調査を実施。 

通年 － － 
山の神の調査で集落の話者にヒアリ

ング調査を実施。 

通年 － － 
川上村の昔の暮らしや郷土料理の 

再現とヒアリング調査を実施。 

「吉野川源流－水源地の森」自然実態調査の実施 

 

水源地の森保全対策調査 通年 － － 

大学や流域施設と連携し、水源地の森

の健全性を示すシンボル種の調査を

実施。 

水源地の森下層植生調査 6月 2回 6名 
防鹿柵設置個所の下層植生の回復状

況を調査。 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

水源地域における環境保全の啓発や環境教育を行う拠点となる施設やフィールドを一体的に維

持管理及び運営を行うことで、地域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

「森と水の源流館」管理 通年 308日 
利用者 

10,142名 

日常の維持・管理、運営、定期点

検、清掃、補修。常設展示・企画展

示・期間展示・季節展示等の企画・

運営、リーフレット等の印刷。 

「吉野川源流－水源地の森」管理 通年 34回 － 
散策路周辺の見回り・点検、補修。 

（入山者 304名） 

「水源地の森交流施設」管理 通年 16回 － 
水源地の森に付帯する休憩・管理施

設の見回り・点検、補修。 

 

注）「通年」事業で実施日や受入れ日などを定めることなく適宜対応しているものについては、回数や参加者数等を

「-」と記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

源流部における斜面崩壊地での対策実態調査 

 

ミズナラの集団枯死に伴う環境

変化等の観察 
7・10月 2回 3名 

ミズナラの集団枯死に伴う樹林環境変化

の継続的なモニタリングの実施。 

水源地の森における防鹿柵調査 6月 1回 3名 

生態系の仕組みを応用した樹林更新

を促す試験的な取り組みを、森守募

金を活用して実施。 
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収益事業Ⅰ ミュージアムショップ事業 

拠点施設において、訪問の記念となる品とともに、源流及び水源地域の支援・ＰＲ並びに自然

環境の保全・啓発等に寄与する関連商品の販売を行う。 

概要 

オリジナル商品（副読本・絵本・ポストカード・楽曲CDなど）、地域の自然・歴史・文化・伝承を紹

介した商品（書籍・地図など）、村内で生産された商品（「かわかみの水」・木工品など）、自然観

察用品（野帳・ルーペなど）を販売している。また夏休み・企画展示など、季節や時宜に合わせ

て自然観察用品・雑貨・書籍などを仕入れ、陳列を工夫するなどして販売促進を図った。 

収益事業Ⅱ 受託事業 

他団体からの依頼にもとづいて当財団が構築する情報や技術によって対応可能な業務を受託

し、実施する。 

受託事業名 委託者 契約期間 概要 

和歌山市民の森管理業務 和歌山市 7/25～12/31 
3ha の二次林管理作業を実

施。 

和歌山市民の森源流体験学習業務 和歌山市 7/25～12/31 
10/19・26に和歌山市の公募
による参加者に「水源地の

森」散策等の学習会を開催。 

水のつながりプロジェクト業務 川上村 5/2～2/28 
田植え・稲刈り体験や源流
散策など村と平野部との相

互交流事業を支援。 

水源地の村づくり関連事業連携推進業務 川上村 8/25～3/27 
総合計画の方針に基づき、
実効性のある事業連携につ
ながるよう支援。 

神之谷地内混交林誘導整備事業 
管理業務 

川上村 8/25～3/13 
混交林誘導整備事業で植
栽した苗木の生育状況の確
認と評価を支援。 

川上村公共塾ふるさと力編業務 川上村 4/21～3/19 
水源地の村において地域を
教材化した総合的な学習を
コーディネート。 

啓発用間伐材割箸セット製作・配布 
森林環境保全 

促進和歌山 

市議会議員連盟 

5/8～1/30 

間伐材利用の割箸に教材と
なる啓発パッケージを添え

て全和歌山市内小学校 4年
生に配布。 

原木から子実体への放射性物質の 
移行に関する検証事業業務 

(株)都市環境 

研究所 
10/17～3/23 

検討委員会の運営、事業報
告書の作成等を支援。 

森林環境学習支援業務 
顔の見える松阪の 

家づくり推進協議会 
4/30～1/30 

小学校教室等の木質化、森
林環境学習を支援。 

顔の見える松阪の家づくり推進協議会 
支援業務 

顔の見える松阪の 

家づくり推進協議会 
6/3～3/18 

顔の見える松阪の家づくり 

推進協議会による取り組み 
を支援。 

奈良県版レッドデータブック改訂事業に 
係る分科会活動 

環境科学 

大阪（株） 
4/1～3/31 

奈良県から奈良県自然環境
保全審議会専門委員の委
嘱を受けた職員が奈良県版

レッドデータブック改訂事業
に協力。 
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公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 
一般公募や団体の要望により企画する「水源地の森環境学習ツアー」のほか、源流地域の自然や

文化にふれる体験型プログラムを含めた研修の受け入れを行った。 

 

 

 

 

 
 

「定例水源地の森環境学習ツアー」（10/25） 

 

【森づくり体験プログラムの提供】 
・源流学の森等での保全活動              ・山の神 神事 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

      「源流学の森づくり」 （11/30）                   山の神の神事（11/7）  

 

【体験学習を通した環境学習の実施及び支援】 

・団体毎の川上村体験学習 

 

 

 

 
 
 
 

国家公務員研修（5/29）               奈良県フォレスターアカデミー（11/20）   

 

 

【吉野川源流―水源地の森】体験プログラムの提供】 
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・学校教育団体支援 

 

 

 

 
 
 

人間環境大学（8/26）                 香芝市立真美ヶ丘西小学校（9/26） 

・森と水の源流館 ESD授業づくりセミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
桜井市立初瀬小学校での ESD支援（9/19）       ESD授業づくりセミナー実践報告会（2/7） 

 

【水源地域の環境保全にかかわる人材の育成】 

水源地域の環境保全にかかわる人材育成。山村で培われた知恵、技を「源流学」として共有。 

・調査報告会の開催              ・川上村民の環境クラブ活動への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       調査報告会（1/24）              川上村自然観察研究会（6/23） 

 

源流人会会員メニュー充実策の一つとし

て、遠方でご来村いただけない方や高

齢の方にも配慮し水源地の森環境学習

ツアーに向けた事前の学習会をオンライ

ンで実施。 

また、令和 8 年度のイベントについてオ

ンライン説明会も実施。  
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公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 
川上村内における環境保全行事の催行、当財団の取り組みに連携いただいている団体同士の交

流催事の実施、他団体が主催する行事への出展を行うことにより、関係人口の創出につながるよ

う、水源地の村づくりの啓発を行った。 

 

【水源地域の自然及び文化を介した交流行事の実施】 

村の取り組みへの参画への入り口として、体力に合わせて参加できる環境保全活動、地域資源を

活用した環境学習会を実施した。 

・源流のつどい 

 

 

 

 
 
 

草刈りボランティア（5/24）                 外来種駆除ボランティア（9/27）          

 

・夏休みワークショップ大集合 

8/11山の日に、村民講師をはじめ、流域や源流地域で活動する 17組の施設・団体・個人に出展い

ただき、流域交流の関係を深める機会とした。 今回はトヨタ自動車が全国展開する環境保全活動

「ＴＯＹＯＴＡ ＳＯＣＩＡＬ ＦＥＳ!!」と合同開催とし、紀の川ダム統合管理事務所とも連携し、当館周

辺とおおたき龍神湖の２会場を活用することで、経費を押さえつつ、集客効果も高めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  タッチプール（和歌山県立自然博物館） TOYOTA ＳＯＣＩＡＬ ＦＥＳ!!会場風景 

工作体験ワークショップ 村内特産品の物販 
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【水源地の環境保全の普及啓発のための行事等の開催、印刷物等の刊行、電子情報媒体の作成】 

関係人口の創出を目的に、川上村に流域の多くの主体に関心、関わりを持ってもらえるよう、他団体

が主催するイベントに出展し、水源地の村づくりを発信した。 

・流域等各地への PRキャラバン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 
 

和歌山市役所ロビー公開出前講座（3/17）    紀の川流域の恵みでつながる「和歌浦しらすまつり」（11/11）  

 

・機関誌『ぽたり』刊行 

夏・秋・春の定期発刊（63・64・65号）。源流人

会会員、村内観光施設、村内図書館、国会図

書館ほかへ配布。調査結果など事業活動報告

を行うとともに、源流人会員や川上村民の活動

紹介、流域の人の目線での川上村に対するお

もいのインタビュー記事をとおして、川上村・源

流地域・水源地の村づくりなどの価値や役割を

発信した。 

 

 

 

 

季刊誌「ぽたり」への記事掲載を紀の川ダム統

合管理事務所長に取材したことをきっかけに、

紀の川ダム統合管理事務所との職員間の研修

の場を設けることに発展した。 

 

 

「虫まつり」（6/1 橿原市昆虫館） 「水のつながりシンポジウム」（3/14関西広域連合） 

近畿地方整備局紀の川ダム統合管理事務所にて 
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公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

源流地域の自然や歴史の調査・研究を継続するとともに、環境の実態把握と周知をねらいとして、流

域をはじめ都市部の人々に協力を呼び掛けた参加型の調査も実施した。また、調査・研究にあたっ

ては、奈良県と川上村が締結する「生物多様性保全・再生の推進に関する連携協定」の目的を日々

意識するよう努めた。 

 

【水源地域及び流域における参加型観察調査会の実施】 

・吉野川紀の川しらべ隊 

「川上村の暮らしをしらべよう」  

調査内容 

下多古の歴史文化資源についてフィールド調査 

実施期間、時期 

令和 7年 4月 20日 

概要 

参加者を公募し、17名が参加。 

昨年度実施した琵琶の滝モニタリングツアーをもとに、

下多古地区の集落内を調査。手力男神社のおかげ 

灯篭、龍泉寺の会式等を見学し、継承されてきた概要

を住民から聴き取りした。 

また、これらを活かしたエコツアーの実施等を検討し

た。 

 

 

 

 

  

「川上村で生きものをしらべよう」  

調査内容 

川上村東川の生きもの調査 

実施期間、時期 

令和 7年 5月 17日 

概要 

参加者を公募し、43名が参加 

奈良県と川上村が締結する「生物多様性保全・再生 

の推進に関する連携協定」の一環として、奈良県景 

観・自然環境課から講師の派遣を受け、東川地区に 

おいて昆虫類と鳥類の観察を実施した。 

参加者の公募についても、奈良県からの協力を得た。 

   

  

「川上村の環境をしらべよう」  

調査内容 

川上村西河のコケ植物調査 

実施期間、時期 

令和 7年 6月 29日 

概要 

参加者を公募し、14名が参加。 

大気汚染度の指標としてコケ植物が判断基準に使

えることを利用し、あきつの小野公園において観察会

型調査を実施した。 

自然観察を通して環境の変化に気づく人材の育成

に努めた。 
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・村民や大学、教育委員会等と連携した自然調査・人文調査 

調査内容 

・外来イワナ類緊急対策調査 

実施期間、時期 

令和 7年 8月～令和 8年 2月 

概要 

川上村漁業協同組合より提供されたサンプルが 

国内外来種であるニッコウイワナと判明したため、 

摂南大学農学部と和歌山県立自然博物館の協力

を得て生息状況確認の緊急調査を実施した。 

調査結果は調査報告会（１/24）において、和歌山

県立自然博物館により報告され、外来種の啓発が

行われた。 

 

 

調査内容  

・吉野川紀の川流域の自然生態調査 

実施期間、時期 

令和 7年 4月～令和 8年 3月 

概要 

・紀の川水系の生物相調査 

和歌山県立自然博物館との「吉野川・紀の川にお

ける共同調査に関する覚書」に基づき昆虫・魚類等

の生物相を調査。同館の特別展「再発見！紀の川

の魚類」に標本提供等の展示協力も行った。 

 

・NPO法人山野草の里づくりの会への協力 

大和川源流域で里山整備・休耕地利用等の活動を

通して環境保全活動を行っている、NPO法人山野

草の里づくりの会主催の第８回里山保全ボランティア

養成講座および観察会に、職員を派遣・協力した。 

 

・NPO法人さとやまからからへの調査協力 

葛城山麓の「秋津穂の里」で農薬栽培に取り組んで

いる NPO法人さとやまからの依頼を受け、同地の 

昆虫相調査に協力。調査結果は調査報告会（１/24）

において、同法人により報告された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査内容 

・山の神の現状記録・ヒアリング調査 

実施期間、時期 

令和 7年 10月～令和 8年 3月 

概要 

京都大学学生による「山の神」の卒業研究に際して、

効率的に概要を把握できるよう、調査対象を村内６カ

所に絞り、モデルに調査を実施するにあたり協力し

た。 

住民からは、山の神の祠の状況、祭祀の現状、山の

神への信仰や祭祀について、ヒアリングを行った。 

 

 

特別展「再発見！紀の川の魚類」（7/19～8/31） 

NPO法人さとやまからからへの調査協力 
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【「吉野川源流-水源地の森」自然実態調査の実施】 

・水源地の森保全対策調査 

調査内容 

希少魚類カジカ大卵型の生息状況調査 

実施期間、時期 

令和 7年 4月～令和 8年 3月 

概要 

昨年度に引き続き、摂南大学と連携し、学生の卒業

研究として水源地の森における、希少魚類カジカ大

卵型の保全を目的とした生息実態調査に協力した。 

調査結果は調査報告会（１/24）において、調査に従

事した大学教員ならびに学生から報告され、源流域

の魚類保全の重要性が啓発された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査内容 

・川上村の生活・風習など民俗学的変貌調査 

実施期間、時期 

令和 7年 4月～令和 8年 3月 

概要 

・郷土料理の再現とヒアリング調査 

「ふるさとの味を訪ねて（発行：教育委員会／平成

元年）」を活用し、コミュニティづくりや地域資源とし

ての価値を考える機会として、郷土料理に係るグル

ープと協力し、郷土料理を再現しながらヒアリング調

査を行った。また、地域おこし協力隊とも村内外・世

代間の交流も行った。 

 

・井光地区の秋祭りのヒアリング調査と民具の確認 

コミュニティづくりや地域資源としての価値を考える

機会として、井光地区の秋祭りで行われていた「お

渡り」について、当時使用されていた衣装や道具等

の蔵出しを兼ねて、住民にヒアリング調査を行った。 

 

・デイサービス利用者へのヒアリング調査 

匠の聚フォトコンテスト入賞作品巡回展の期間を活

用し、川上村社会福祉協議会のデイサービス利用者

に、森と水の源流館内の民俗資料の展示を見学い

ただきながら、展示品を通して昔の生活・風習などに

ついてのヒアリング調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土料理の再現とヒアリング調査（10/23） 

井光地区の秋祭りのヒアリング調査
と民具の確認（11/6） 

デイサービス利用者へのヒアリング調査（2/27） 
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【「吉野川源流-水源地の森」自然実態調査の実施】 

・水源地の森下層植生調査 

調査内容 

「吉野川源流-水源地の森」の下層植生調査 

実施期間、時期 

令和 7年 6月～令和 7年 10月 

概要 

平成 18年度より継続しているモニタリング調査。 

「水源地の森」内に設置した防鹿柵の内外における 

下層植生を比較することで、ニホンジカの食害による

影響と、防鹿柵内の植生の回復状況について調査 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【源流部における斜面崩壊地での対策実態調査】 

・ミズナラの集団枯死に伴う環境変化等の観察 

調査内容 

・ミズナラのナラ枯れ状況確認調査 

実施期間、時期 

令和 7年 6月～令和 7年 10月 

概要 

令和 6年度から継続しているミズナラのナラ枯れ被害

状況の調査。 

環境省近畿地方環境事務所吉野管理官事務所の 

依頼で、大台ケ原での被害状況も併せて調査し、 

同地で調査研究を実施している大阪公立大学と情報

交換を行い、加害昆虫の移動経路の情報を収集した。 

 

 

 

 

 

・水源地の森における防鹿柵調査 

調査内容 

・防鹿柵による樹林更新調査 

実施期間、時期 

令和 7年 4月～令和 8年 3月 

概要 

ミズナラ集団枯死からの樹林回復ならびに生態系の

仕組みを応用した森林の管理手法を検討・確立を目

的とした試験的取り組み。 

森守募金を活用し、水源地の森内にニホンジカ等の

野生動物の食圧をコントロールする期間限定型防鹿

柵の設置及び樹林更新状況のモニタリング調査を実

施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



15 

 

公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 
水源地域における環境保全の啓発や環境教育を行う拠点となる施設やフィールドの維持管理・運営

を行った。 

 

【「森と水の源流館」管理】 

指定管理協定にもとづき「森と水の源流館」の維持管理・運営管理を行った。 

 

・期間展示「分解者 －生態系を支えるものたち－」

（10/4 ～12/5） 

枯れ木や落ち葉、動物の糞や死骸など動植物 

が由来となる有機物が様々な生きものたちに分 

解されることで生じる森栄養循環の仕組みを、 

生態系の構造(食物網)の視点、分解段階の違い 

を生きものの役割から解説し、栄養の循環にも 

生物多様性が寄与していることを紹介した。 

 

・ミニ展示・季節展示  

5回実施。丹生川上神社創祀 1350年に関する 

ミニ展示は、奈良県立橿原考古学研究所と吉野 

地域日本遺産活性化協議会からも協力頂いて 

実施した。上社祭事と合わせながら、当館と上社 

を行き来していただくよう開催期間に工夫した。 

季節展示は以下のとおり。 

 

 

 

ミニ展示：職員が発見した研究成果などをいち早くトピックス化し、誘客を図るための展示 

 

名称 期間 内容 

水への祈りの場 吉野・川上村 
令和 7年 10月 2日 

～10月 19日 

丹生川上神社創祀 1350年に関する展示。 

資料借用等で奈良県立橿原考古学研究所と

吉野地域日本遺産活性化協議会に協力頂

いた。ミュージアムトーク実施（20名参加） 

季節展示：職員が季節ごとに研究成果、村内・流域の自然、文化等の紹介、館の PR など誘客を考えて行う展示  

 名称 期間 内容 

柿の葉寿司のふるさと－川上村－ 
令和７年 4月 4日 

～6月 29日 

山村の暮らしの知恵の結集ともいえる「柿の
葉寿司」を知る展示として、村内店舗による組
合活動や食べ比べ商品開発の経緯などを紹
介した。 

古代の丹生川上神社上社 
令和７年 7月１日 

～9月 30日 

丹生川上神社創祀 1,350年に関する展示。 
当社で行われていた水の祭祀と、当社が発
祥地とされる絵馬を紹介した。 

落ち葉に誘われて 
  令和 7年 10月 4日 

～12月 5日 
村内の森で集めた落ち葉に触れ、その感触、
香りを楽しむ展示を行った。 

資料紹介 土倉家の山林売券 
令和 8年 2月７日 

～3月 31日 

明治時代の山林経営についての文書を展
示。土倉庄三郎とともに奈良県の近代化に功
績があった阪本仙次についても紹介した。 

ミニ展示でのミュージアムトーク （10/11・13） 
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・階段ギャラリー展示ほか  

「階段ギャラリー」では、移住者 4名による川上村の暮らしの風景写真の展示「川上村写真展 

－移るくらし 移る景色－」（8/11～19）を実施した。 

「交流広場」では、ESD実践に取組んだ橋本市立高野口小学校や桜井市立初瀬小学校による 

展示報告をいただくなど、館内空間を活用して時事に合わせた展示を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「水の学び新聞」（7/10～9/27）             「初瀬川プロジェクト」成果発表 （12/19～3/31）  

 

・森林環境保全促進和歌山市議会議員連盟 森と水の源流館入館料補助事業 

和歌山市から水源地を訪れる機会をより多く創出すること 

を目的として、夏休み期間中、和歌山市内の小・中学校 

に在学の子どもと、同伴の家族、グループの入館を無料 

にするキャンペーンを同議員連盟が主催。市広報誌、 

SNS及び新聞、ミニコミ誌等で告知。期間中に小・中学生 

21人、一般 27人が来館。入館料は同議員連盟によって 

負担された。 

 

 

 

 

 

 

 

【「吉野川源流－水源地の森」管理】・【「水源地の森交流施設」管理】 

指定管理協定にもとづき「水源地の森」及び「水源地の森交流施設」（休憩小屋・管理棟）の定期

的な見回り・点検・清掃・修繕を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「水源地の森」内の木橋修理                 「水源地の森」内の散策道修繕  
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収益事業（受託事業） 
流域への活動を展開する中、他団体からの依頼にもとづき対応可能な業務を受託、実施した。 

 

【和歌山市民の森管理業務・源流体験学習業務】（和歌山市） 

川上村と「水源地保護に関する協定」を結ぶ和歌山市から、川上村の伐採後の天然林の二次林

3haの管理を受託。年 2回、和歌山市民による源流体験会を開催した。 

  

 

 

 

 

 

  

 
 
 

和歌山市民の森管理業務                源流体験学習会（10/19・26） 

 

【啓発用間伐材割箸セット製作・配布】（森林環境保全促進和歌山市議会議員連盟） 

間伐材を利用した割箸（５膳）を教材となる啓発メッセージ入パッケージにして、和歌山市内の

すべての公立小学校（53校）の 4年生に配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水のつながりプロジェクト業務】（川上村） 

川上村と大和平野土地改良区が共催する吉野川分水受益地と水源地域の交流事業。橿原市立

鴨公小学校と川上村立かわかみ源流学園の体験交流、大和平野から参加者を一般公募して実施

する水源地域のトレッキングを支援し、吉野川分水による地域のつながりの共感につなげた。 

   

 

 

 

 

 
 
 
 
 

稲刈り体験（10/20）（橿原市内）                  源流トレッキング（8/8） 
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【水源地の村づくり関連事業連携推進業務】（川上村） 

総合計画で示された目標達成のために、村民の声を常に把握しながら、今何を大切にすべ 

きか、解決すべき課題は何かなどを、各課等担当者が日々ふりかえりながら事業連携につ 

ながるよう助言・提言等の支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇話会「みんなで応援しあう集い」（3/27） 

 

【神之谷地内混交林誘導整備事業管理業務】（川上村） 

奈良県が川上村に委託する混交林誘導整備事業

において、令和 5 年度事業地に植栽した苗木の

生育状況確認調査を行い、生育状況と防鹿柵の

効果を評価し、林相の変化を予測するとともに、

管理手法の提案を行った。 

 

 

 

 

 

【川上村公共塾ふるさと力編業務】（川上村） 

「かわかみ源流学園」において、児童・生徒たちが、ふるさとを愛する心を持ち、水源地の村づくり

を理解し、郷土に誇りと自信を持った次代を担うに相応しい人材を育むことをめざし、全学年での

「総合的な学習の時間」のサポートを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4学年 「水源地の森」で学習（6/2）      9学年 村議会議員との意見交換（10/24） 
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【森林環境学習支援業務】（顔の見える松阪の家づくり推進協議会） 

櫛田川流域に位置する三重県松阪市においては、森林を守り林業・木材関連産業を活性化する

ことを目的として「顔の見える松阪の家づくり推進協議会」が設置されている。この協議会が松阪市

とともに取り組む、市内小学校を対象とした森林環境学習の取り組みの支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

森林環境学習のようす（6/3）              壁面の一部を木質化した小学校 

 

【顔の見える松阪の家づくり推進協議会支援業務】（顔の見える松阪の家づくり推進協議会） 

「顔の見える松阪の家づくり推進協議会」による、地域材利用促進に向けた、内装材等木質化 

支援制度の構築及び、制度の運用・啓発にあたり支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木質化支援制度の PRのようす（11/23）       木質化補助金を活用した店舗（内観） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パブリシティ（新聞ほか掲載記事） 
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パブリシティ（新聞ほか掲載記事） 
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公益財団法人 吉野川紀の川源流物語 
〒639－3553 奈良県吉野郡川上村宮の平 

電話 0746－52－0888 ＦＡＸ0746－52－0388 

 https://www.genryuu.or.jp  e-mail：morimizu@genryuu.or.jp 
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